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②学校と地域
の課題

03 学校支援
ボランティアの

確保・育成

令和６年度より小中学校が統
合し、義務教育学校となった
が、現在全校児童生徒数は１
９名、令和８年度は１６名の予
定である。今後も減少が見込
まれるため、地域との連携協
働事業が重要であり、本村だ
からこそできる特色ある学びの
確立を目指している。しかし、
現状地域側の主体性は芳しく
ない。原因としては学校の多忙
さに遠慮したり、敷居の高さを
感じたりしていることが伺える。

地域のヒト・モノ・コトを生かした本村だか
らこそできる体験重視の地域学習に取り
組む。また、そこに様々な年代、立場の
地域住民が関わることができるとともに、
学校を訪れることに対するハードルを下
げることができるよう、学校側からの
ちょっとしたお願いやイベントに参加でき
る学校支援チームを確立する。そのチー
ムメンバーに情報を発信するメーリングリ
ストを作り、運営する。

令和７年度の１２月に、学校支援チーム
を試験的に立ち上げた。第１回目の活動
として子供たちと一緒に大掃除を行うボ
ランティアを募集した。登録者１０名のう
ち９名の参加であった。登録者数を増や
していくために、お願い等の情報だけで
はなく、学校通信やコミュニティ・スクール
便り等のデータ発信を行う。まずは学校
への興味関心がある方の登録を促し、そ
こからボランティアへの参加を増やしてい
く。

多様な地域住民との交流や体
験活動を通して南牧のよさを知
り、ふるさと南牧を愛する児童生
徒を育成する。ふるさとへの愛
着を健全な自尊感情につなげ、
児童生徒がエージェンシーをよ
り発揮することができる、地域と
ともにある学校・学校とともにあ
る地域づくりを目指す。

学校支援チームの登
録者数を増やす。
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